
JP 2016-161920 A 2016.9.5

10

(57)【要約】
【課題】４色以上の色を用いて表示出力を行う表示部を
備え、より開口率を高くすることができる表示装置を提
供すること。
【解決手段】
　４色以上の色の組み合わせにより入力信号に応じた表
示出力を行う画像表示パネルを備える表示装置であって
、画像表示パネルは、色数よりも少ない３つ以上の副画
素を有する複数の画素を備え、画素は、副画素のうち最
も大きい表示領域を有する１つの第１副画素４９Ｌと第
１副画素４９Ｌよりも小さい表示領域を有する２つの第
２副画素４９Ｕ，４９Ｄとを有し、１つの画素が有する
副画素はそれぞれ異なる色を出力し、第２副画素４９Ｕ
，４９Ｄのうち１つは、最も輝度の高い高輝度色を出力
する。
【選択図】図４



(2) JP 2016-161920 A 2016.9.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４色以上の色の組み合わせにより入力信号に応じた表示出力を行う表示部を備える表示
装置であって、
　前記表示部は、色数よりも少ない３つ以上の副画素を有する複数の画素を備え、
　前記画素は、前記副画素として、前記副画素のうち最も大きい表示領域を有する１つの
第１副画素と前記第１副画素よりも小さい表示領域を有する２つ以上の第２副画素とを有
し、
　１つの画素が有する前記副画素はそれぞれ異なる色を出力し、
　前記第２副画素のうち１つは、前記４色以上の色のうち最も輝度の高い高輝度色を出力
する
　表示装置。
【請求項２】
　前記複数の画素は行列方向に配置され、
　行方向及び列方向のうち少なくとも一方の方向について隣接する前記画素の各々が有す
る前記副画素の色の組み合わせが異なり、当該方向に連続する所定数の画素単位で前記副
画素の色の配置が周期的に繰り返される
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　２つ以上の前記第２副画素は行方向又は列方向のうちいずれか一方向に並び、
　前記一方向に並ぶ２つ以上の前記第２副画素と前記第１副画素とは行方向又は列方向の
うち他方向に並ぶ
　請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　各副画素に接続される信号線を有し、
　前記第１副画素の信号線は前記第１副画素の表示領域に重畳する位置に配置される
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　２つの第２副画素の各々に接続される２つの信号線間の距離と、第１副画素に接続され
る信号線と第２副画素に接続される１つの信号線との距離が異なる請求項３に記載の表示
装置。
【請求項６】
　前記副画素は行方向又は列方向のうちいずれか一方向に並ぶ
　請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記入力信号に応じて前記複数の画素の出力を決定する信号処理を行う信号処理部を備
え、
　前記信号処理部は、１つの画素が有する副画素では再現不可能な色の出力に際して他の
前記画素が有する副画素であって前記再現不可能な色の再現に必要な副画素を用いた出力
を行う
　請求項１から６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記信号処理部は、１つの画素が有する副画素の色以外の色である非選択色が必要とな
る入力信号が割り当てられた場合、当該１つの画素の出力に際して、当該非選択色を含む
副画素を有する他の画素を用いた出力を行う
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記信号処理部は、１つの画素が有する副画素のうち前記第２副画素に割り当てられた
特定色をより高階調に出力する必要がある入力信号が割り当てられた場合、当該１つの画
素の出力に際して、当該特定色を含む副画素を有する他の画素を用いた出力を行う
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　請求項７又は８に記載の表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話及び電子ペーパー等のモバイル機器向け等の表示装置の需要が高くなっ
ている。表示装置では、１つの画素が複数の副画素を備え、当該複数の副画素がそれぞれ
異なる色の光を出力し、当該副画素の表示のオン、オフを切り換えることで、１つの画素
で種々の色を表示させている。このような表示装置は、解像度及び輝度といった表示特性
も年々向上してきている。しかし、解像度が高くなるにしたがって開口率が低下してくる
ため、高輝度を達成しようとした場合、バックライトの輝度を高くする必要があり、バッ
クライトの消費電力が増大するという問題がある。これを改善するため、従来の赤（Ｒ）
、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のような原色に、輝度を確保する目的で白（Ｗ）を加えた４色で表
示出力を行う技術がある（例えば、特許文献１）。この技術は、白（Ｗ）の副画素が輝度
を向上させる分、バックライトの電流値を下げ、消費電力を低減する。また、バックライ
トの電流値を下げない場合は、白画素によって輝度が向上するため、これを利用して、屋
外の外光下における視認性を向上させることもできる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１５４３２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の技術は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の副画素から構成さ
れた画素が、２次元マトリクス状に配列されて成る画像表示パネルが記載されている。特
許文献１の図２、図２２及び図２３には、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の
副画素の配列が記載されている。しかしながら、特許文献１に記載されている配列のよう
に、単に白（Ｗ）の副画素を追加する配列では、１つの画素を構成する副画素の増加に伴
って開口率が低下してしまうことがあり、解像度が高くなるほど副画素の数の増加に伴う
開口率の低下は顕著になる傾向がある。
【０００５】
　本発明は、４色以上の色を用いて表示出力を行う表示部を備え、より開口率を高くする
ことができる表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、４色以上の色の組み合わせにより入力信号に応じた表示出力を行う表示部を
備える表示装置であって、前記表示部は、色数よりも少ない３つ以上の副画素を有する複
数の画素を備え、前記画素は、前記副画素として、前記副画素のうち最も大きい表示領域
を有する１つの第１副画素と前記第１副画素よりも小さい表示領域を有する２つ以上の第
２副画素とを有し、１つの画素が有する前記副画素はそれぞれ異なる色を出力し、前記第
２副画素のうち１つは、前記４色以上の色のうち最も輝度の高い高輝度色を出力する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、本実施形態に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】図２は、表示装置の画像表示パネル及び画像表示パネル駆動回路の概念図である
。
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【図３】図３は、画像表示パネルの画素及び副画素の配列を示す説明図である。
【図４】図４は、行列方向に配置された複数の画素が有する副画素の色の配置の一例を示
す図である。
【図５】図５は、図４に示すＡ－Ａ断面模式図である。
【図６】図６は、表示装置の信号処理部を説明するためのブロック図である。
【図７】図７は、本実施形態の表示装置で再現可能な再現ＨＳＶ色空間の概念図である。
【図８】図８は、再現ＨＳＶ色空間の色相と彩度との関係を示す概念図である。
【図９】図９は、入力信号が示す表示出力内容の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、図９で示す入力信号に対してサブピクセルレンダリング処理を適用
した場合の表示出力例を示す図である。
【図１１】図１１は、図９で示す入力信号に対してサブピクセルレンダリング処理を適用
した場合の表示出力例であって図１０とは異なる例を示す図である。
【図１２】図１２は、入力信号に対応する表示出力例であって図１０及び図１１とは異な
る例を示す図である。
【図１３】図１３は、サブピクセルレンダリング処理後の画素の各々が有する副画素に対
する出力信号と、信号制御処理によって走査線ＳＣＬの駆動タイミングに合わせて出力さ
れる出力信号との関係の一例を示す図である。
【図１４】図１４は、解像度と副画素の対角長さとの関係を示す説明図である。
【図１５】図１５は、比較例１に係る画素の大きさを説明するための説明図である。
【図１６】図１６は、比較例２に係る画素の大きさを説明するための説明図である。
【図１７】図１７は、比較例３に係る画素の大きさを説明するための説明図である。
【図１８】図１８は、本実施形態に係る画素の大きさを説明するための説明図である。
【図１９】図１９は、行列方向に配置された複数の画素が有する副画素の色の配置の一例
であって、第１変形例における配置の一例を示す図である。
【図２０】図２０は、行列方向に配置された複数の画素が有する副画素の色の配置の一例
であって、第２変形例における配置の一例を示す図である。
【図２１】図２１は、第３変形例に係る画素が有する副画素の色を示す図である。
【図２２】図２２は、第４変形例に係る画素が有する副画素の色を示す図である。
【図２３】図２３は、第５変形例に係る画素が有する副画素の色を示す図である。
【図２４】図２４は、第６変形例に係る画像表示パネルの画素及び副画素の配列を示す図
である。
【図２５】図２５は、第７変形例に係る画像表示パネルの画素及び副画素の配列を示す図
である。
【図２６】図２６は、第８変形例に係る画像表示パネルの画素及び副画素の配列を示す図
である。
【図２７】図２７は、第９変形例に係る画像表示パネルの画素及び副画素の配列を示す図
である。
【図２８】図２８は、第１０変形例に信号処理部を説明するためのブロック図である。
【図２９】図２９は、第１１変形例に信号処理部を説明するためのブロック図である。
【図３０】図３０は、第１２変形例に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である
。
【図３１】図３１は、第１２変形例に係る画像表示パネルの断面を模式的に説明する模式
図である。
【図３２】図３２は、第１２変形例に係る画像表示パネルの画素及び副画素の配列を示す
図である。
【図３３】図３３は、第１３変形例に係る画像表示パネルの画素及び副画素の配列を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　発明を実施するための形態（実施形態）につき、図面を参照しつつ詳細に説明する。以
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下の実施形態に記載した内容により本発明が限定されるものではない。また、以下に記載
した構成要素には、当業者が容易に想定できるもの、実質的に同一のものが含まれる。さ
らに、以下に記載した構成要素は適宜組み合わせることが可能である。なお、開示はあく
まで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に想到
し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は説明
をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的に表
される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。ま
た、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同一の
符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【０００９】
　図１は、本実施形態に係る表示装置１０の構成の一例を示すブロック図である。図２は
、表示装置１０の画像表示パネル３０及び画像表示パネル駆動回路４０の概念図である。
図３は、画像表示パネル３０の画素４８及び副画素４９の配列を示す図である。
【００１０】
　図１に示すように、表示装置１０は、制御装置１１の画像出力部１２からの入力信号（
ＲＧＢデータ）が入力され所定のデータ変換処理を実行して出力する信号処理部２０と、
信号処理部２０から出力された出力信号に基づいて画像を表示させる画像表示パネル３０
と、画像表示パネル（表示部）３０の駆動を制御する画像表示パネル駆動回路４０と、画
像表示パネル３０を背面から照明する光源装置５０と、光源装置５０の駆動を制御する光
源装置制御回路６０と、を備える。
【００１１】
　信号処理部２０は、画像表示パネル３０及び光源装置５０の動作を制御する演算処理部
である。信号処理部２０は、画像表示パネル３０を駆動するための画像表示パネル駆動回
路４０、及び、光源装置５０を駆動するための光源装置制御回路６０と接続されている。
信号処理部２０は、外部から入力される入力信号を処理して出力信号Ｓｏｕｔ及び光源装
置制御信号Ｓｐｗｍを生成する。つまり、信号処理部２０は、入力信号を、第１の色、第
２の色、第３の色及び第４の色成分からなる出力信号に変換して生成し、生成した出力信
号を画像表示パネル３０に出力する。信号処理部２０は、生成した出力信号を画像表示パ
ネル駆動回路４０に出力し、生成した光源装置制御信号を光源装置制御回路６０に出力す
る。以上説明した信号処理部２０の色変換の処理は、あくまで一例であって、本発明の解
釈を限定するものではない。
【００１２】
　図２、図３に示すように、画像表示パネル３０は、画素４８が、Ｐ０×Ｑ０個（行方向
にＰ０個、列方向にＱ０個）、行列方向に沿う２次元のマトリクス状に配列されている。
この例において、行方向がＸ方向、列方向はＹ方向である。
【００１３】
　画素４８は、副画素４９として、副画素４９のうち最も大きい表示領域を有する１つの
第１副画素４９Ｌと第１副画素４９Ｌよりも小さい表示領域を有する２つの第２副画素４
９Ｕ，４９Ｄとを有する。２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄは行方向又は列方向のうちい
ずれか一方向に並ぶ。また、一方向に並ぶ２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄと第１副画素
４９Ｌとは行方向又は列方向のうち他方向に並ぶ。本実施形態では、図３に示すように、
２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄが列方向に並び、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄと第
１副画素４９Ｌとが行方向に並んでいるが、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄが行方向に
並び、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄと第１副画素４９Ｌとが列方向に並んでもよい。
図３に示す例では、第２副画素４９Ｕの表示領域の大きさと第２副画素４９Ｄの表示領域
の大きさは略同一である。また、図３に示す例では、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄを
合わせた表示領域の大きさと第１副画素４９Ｌの表示領域の大きさは、略同一である。な
お、第１副画素４９Ｌに信号線ＤＴＬが重畳していることにより第１副画素４９Ｌの有効
表示領域は減少している。また、各副画素にはそれぞれ薄膜トランジスタＴＦＴ（thin　
film　transistor）が設けられている（図５参照）。このため、２つの第２副画素４９Ｕ
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，４９Ｄを合わせた表示領域内には２つの薄膜トランジスタＴＦＴがある一方、第１副画
素４９Ｌの表示領域内には１つの薄膜トランジスタＴＦＴがある。
【００１４】
　画像表示パネル３０は、Ｘ方向に沿って設けられた複数の走査線ＳＣＬと、Ｙ方向に沿
って設けられた複数の信号線ＤＴＬとを備える。図３では、３本の走査線Ｇｐ＋１，Ｇｐ
＋２，Ｇｐ＋３と、７本の信号線Ｓｑ＋１，Ｓｑ＋２，Ｓｑ＋３，Ｓｑ＋４，Ｓｑ＋５，
Ｓｑ＋６，Ｓｑ＋７が設けられた４つの画素４８による画素表示パネル３０の表示領域を
例示しているが、画素表示パネル３０に設けられた他の画素４８も同様の構造である。以
下の説明において、走査線Ｇｐ＋１，Ｇｐ＋２，Ｇｐ＋３を区別しない場合、走査線ＳＣ
Ｌと記載することがある。信号線Ｓｑ＋１，Ｓｑ＋２，Ｓｑ＋３，Ｓｑ＋４，Ｓｑ＋５，
Ｓｑ＋６，Ｓｑ＋７を区別しない場合、信号線ＤＴＬと記載することがある。
【００１５】
　本実施形態では、Ｙ方向について画素４８の上側に設けられている走査線ＳＣＬと第１
副画素４９Ｌ及び第２副画素４９Ｕとが接続され、画素４８の下側に設けられている走査
線ＳＣＬと第２副画素４９Ｄとが接続されている。また、Ｙ方向について上下方向に隣接
する画素４８は、一部の副画素４９が走査線ＳＣＬを共有する。具体的には、走査線Ｇｐ
＋１と、図３に示す表示領域において上側に存する画素４８の第１副画素４９Ｌ及び第２
副画素４９Ｕとが接続されている。また、走査線Ｇｐ＋２と、図３に示す表示領域におい
て上側に存する画素４８の第２副画素４９Ｄ並びに下側に存する画素４８の第１副画素４
９Ｌ及び第２副画素４９Ｕとが接続されている。また、走査線Ｇｐ＋３と、図３に示す表
示領域において下側に存する画素４８の第２副画素４９Ｄとが接続されている。
【００１６】
　また、本実施形態では、１列の画素４８に対して３つの信号線が設けられている。この
うち、第１副画素４９Ｌの信号線は第１副画素４９Ｌの表示領域に重畳する位置に配置さ
れる。具体的には、図３に示す表示領域において左側に存する画素４８の列に接続されて
いる信号線は、信号線Ｓｑ＋１，Ｓｑ＋２，Ｓｑ＋３である。信号線Ｓｑ＋１，Ｓｑ＋２
，Ｓｑ＋３のうち最も左側に存する信号線Ｓｑ＋１には第２副画素４９Ｕが接続されてい
る。信号線Ｓｑ＋１，Ｓｑ＋２，Ｓｑ＋３のうち左側から２番目に存する信号線Ｓｑ＋２
には第２副画素４９Ｄが接続されている。信号線Ｓｑ＋１，Ｓｑ＋２，Ｓｑ＋３のうち最
も右側に存する信号線Ｓｑ＋３は、第１副画素４９Ｌに接続されている。また、図３に示
す表示領域において右側に存する画素４８の列に接続されている信号線は、信号線Ｓｑ＋
４，Ｓｑ＋５，Ｓｑ＋６である。信号線Ｓｑ＋４，Ｓｑ＋５，Ｓｑ＋６のうち最も左側に
存する信号線Ｓｑ＋４には第２副画素４９Ｕが接続されている。信号線Ｓｑ＋４，Ｓｑ＋
５，Ｓｑ＋６のうち左側から２番目に存する信号線Ｓｑ＋５には第２副画素４９Ｄが接続
されている。信号線Ｓｑ＋４，Ｓｑ＋５，Ｓｑ＋６のうち最も右側に存する信号線Ｓｑ＋
６は、第１副画素４９Ｌに接続されている。第２副画素４９Ｕ及び第２副画素４９Ｄに接
続される信号線ＤＴＬは、画素４８間及び副画素４９間に設けられたブラックマトリクス
に重畳する位置に配置される。第１副画素４９Ｌに接続される信号線ＤＴＬは、第１副画
素４９Ｌの表示領域に重畳する位置に配置される。第２副画素４９Ｕが接続される信号線
ＤＴＬと第２副画素４９Ｄが接続される信号線ＤＴＬは逆でもよい。
【００１７】
　また、本実施形態では、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄの各々に接続される２つの信
号線間の距離と、第１副画素４９Ｌに接続される信号線と第２副画素に接続される１つの
信号線との距離が異なる。具体的には、第２副画素（例えば、第２副画素４９Ｕ，４９Ｄ
）に接続される信号線同士の距離（例えば、信号線Ｓｑ＋１と信号線Ｓｑ＋２との距離）
より、第２副画素（例えば、第２副画素４９Ｕ，４９Ｄ）に接続される信号線と第１副画
素(例えば、第１副画素４９Ｌ)に接続される信号線との距離（例えば、信号線Ｓｑ＋２と
信号線Ｓｑ＋３との距離）の方が短い。図３に示すように、Ｘ方向の幅が第１副画素４９
Ｌと第２副画素４９Ｕ，４９Ｄとで同一である場合、信号線Ｓｑ＋３が第１副画素４９Ｌ
の表示領域におけるどの位置で重畳していたとしても、信号線Ｓｑ＋３により近い位置に
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存する第２副画素の信号線（例えば、信号線Ｓｑ＋２）と信号線Ｓｑ＋３との距離は、第
２副画素４９Ｄ，４９Ｌを囲むＹ方向の両辺と重畳する位置に存する信号線Ｓｑ＋１と信
号線Ｓｑ＋２との距離に比して短くなる。信号線Ｓｑ＋４，Ｓｑ＋５，Ｓｑ＋６及び図示
しない他の画素４８に接続されている信号線ＤＴＬについても同様である。なお、第１副
画素４９ＬのＸ方向の幅が第２副画素４９Ｕ，４９ＤのＸ方向の幅よりも大きかったとし
ても、図３に示すように、第１副画素４９Ｌに重畳する信号線Ｓｑ＋３，Ｓｑ＋６の位置
を、当該第１副画素４９Ｌを含む画素４８の第２副画素４９Ｕ，４９Ｄ寄りに配置するこ
とで、係る信号線同士の距離の関係は成立する。逆に、第１副画素４９ＬのＸ方向の幅が
第２副画素４９Ｕ，４９ＤのＸ方向の幅よりも大きい場合に、第１副画素４９Ｌに重畳す
る信号線（例えば、信号線Ｓｑ＋３）と当該信号線により近い位置に存する同一画素４８
の第２副画素の信号線（例えば、信号線Ｓｑ＋２）との距離を、２つの第２副画素４９Ｕ
，４９Ｄの各々に接続される２つの信号線間の距離（例えば、信号線Ｓｑ＋１と信号線Ｓ
ｑ＋２との距離）よりも大きくしてもよい。
【００１８】
　図４は、行列方向に配置された複数の画素４８が有する副画素４９の色の配置の一例を
示す図である。表示装置は、４色以上の色の組み合わせにより画像の表示出力を行う表示
装置である。本実施形態の色数は、４である。以下、４色を区別する目的で、第１の色、
第２の色、第３の色及び第４の色と記載する。第１の色、第２の色、第３の色及び第４の
色の組み合わせは、例えば、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせで
ある。赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせの場合、高輝度色は、白
（Ｗ）である。
【００１９】
　また、表示装置は、色数よりも少ない３つ以上の副画素を有する複数の画素を備える。
具体的には、本実施形態の表示装置は、図１から図３を参照して説明した通り、本実施形
態の表示装置は、３つの副画素４９を有する複数の画素４８を備える。
【００２０】
　１つの画素４８が有する副画素４９はそれぞれ異なる色を出力する。具体的には、図４
に示すように、画素４８が有する副画素４９の色の組み合わせは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
及び白（Ｗ）の組み合わせ、赤（Ｒ）、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせ又は緑（Ｇ）
、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせである。すなわち、１つの画素４８が有する２つ以
上の副画素４９に同じ色が配置されることはない。
【００２１】
　２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄのうち１つは、最も輝度の高い高輝度色を出力する。
具体的には、全ての画素４８は、白（Ｗ）の第２副画素４９Ｄを有する。このように、本
実施形態では、第２副画素４９Ｄの色として、高輝度色である白（Ｗ）が配置されている
。なお、図４では、第２副画素４９Ｄに高輝度色である白（Ｗ）が配置されているが、第
２副画素４９Ｕの色と第２副画素４９Ｄの色とは逆でもよい。すなわち、第２副画素４９
Ｕに高輝度色である白（Ｗ）が配置されていてもよい。
【００２２】
　本実施形態では、行方向及び列方向について隣接する画素４８の各々が有する副画素４
９の色の組み合わせが異なる。具体的には、副画素４９の色の組み合わせが赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、及び白（Ｗ）の組み合わせである画素４８に隣接する画素４８が有する副画素４
９の色の組み合わせは、赤（Ｒ）、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせ又は緑（Ｇ）、青
（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせである。また、副画素４９の色の組み合わせが赤（Ｒ）
、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせである画素４８に隣接する画素４８が有する副画素
４９の色の組み合わせは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、及び白（Ｗ）の組み合わせ又は緑（Ｇ）
、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせである。また、副画素４９の色の組み合わせが緑（
Ｇ）、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせである画素４８に隣接する画素４８が有する副
画素４９の色の組み合わせは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、及び白（Ｗ）の組み合わせ又は赤（
Ｒ）、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせである。
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【００２３】
　また、本実施形態では、行方向及び列方向に連続する所定数の画素単位で副画素４９の
色の配置が周期的に繰り返される。具体的には、図４に示すように、本実施形態の画像表
示パネル３０には、行方向に沿って、青（Ｂ）の第２副画素４９Ｕ及び赤（Ｒ）の第１副
画素４９Ｌを有する画素４８ａと、緑（Ｇ）の第２副画素４９Ｕ及び青（Ｂ）の第１副画
素４９Ｌを有する画素４８ｂと、赤（Ｒ）の第２副画素４９Ｕ及び緑（Ｇ）の第１副画素
４９Ｌを有する画素４８ｃが３画素単位で繰り返し周期的に配置されている。また、本実
施形態の画像表示パネル３０には、列方向に沿って、青（Ｂ）の第２副画素４９Ｕ及び赤
（Ｒ）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ａと、赤（Ｒ）の第２副画素４９Ｕ及び緑（
Ｇ）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ｃと、緑（Ｇ）の第２副画素４９Ｕ及び青（Ｂ
）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ｂが３画素単位で繰り返し周期的に配置されてい
る。なお、上記の通り、画素４８ａ、画素４８ｂ及び画素４８ｃが有する第２副画素４９
Ｄの色は白（Ｗ）である。
【００２４】
　図４に示す例では、３γ－２行目に、行方向に沿って左から順に画素４８ａ、画素４８
ｂ、画素４８ｃの順に３画素単位で繰り返し周期的に画素４８が配置されている。また、
３γ－１行目に、行方向に沿って左から順に画素４８ｃ、画素４８ａ、画素４８ｂの順に
３画素単位で繰り返し周期的に画素４８が配置されている。また、３γ行目に、行方向に
沿って左から順に画素４８ｂ、画素４８ｃ、画素４８ａの順に３画素単位で繰り返し周期
的に画素４８が配置されている。すなわち、３γ－２列目に、列方向に沿って上から順に
画素４８ａ、画素４８ｃ、画素４８ｂの順に３画素単位で繰り返し周期的に画素４８が配
置されている。また、３γ－１列目に、列方向に沿って上から順に画素４８ｂ、画素４８
ａ、画素４８ｃの順に３画素単位で繰り返し周期的に画素４８が配置されている。また、
３γ列目に、列方向に沿って上から順に画素４８ｃ、画素４８ｂ、画素４８ａの順に３画
素単位で繰り返し周期的に画素４８が配置されている。γは、自然数である。行列方向の
画素４８ａ、画素４８ｂ、画素４８ｃの並び順は適宜変更可能である。
【００２５】
　図５は、図４に示すＡ－Ａ断面模式図である。本実施形態の表示装置１０は、透過型の
カラー液晶表示装置である。画像表示パネル３０は、カラー液晶表示パネルであり、例え
ば、図５に示すように、走査線ＳＣＬ、信号線ＤＴＬに加えて、薄膜トランジスタＴＦＴ
、画素電極９３が設けられた画素基板９１と、液晶層９４及びフォトスペーサＰＳを挟ん
で画素基板９１と対向して共通電極９６が設けられた対向基板９２とを有する。なお、画
素電極９１と共通電極９６との位置関係は図５に限定されるものでなく、一方の基板、例
えば画素基板９１にのみ配置されてもよいし、画素電極と共通電極のＺ方向に対する位置
関係を逆にしてもよい。
【００２６】
　画像表示パネル３０には、赤（Ｒ）の副画素４９と画像観察者との間に第１原色を通過
させる第１カラーフィルタ９５Ｒが配置され、緑（Ｇ）の副画素４９と画像観察者との間
に第２原色を通過させる第２カラーフィルタ９５Ｇが配置されている。また、図示しない
が、画像表示パネル３０には、青（Ｂ）の副画素４９と画像観察者との間に第３原色を通
過させる第３カラーフィルタが配置されている。また、画像表示パネル３０は、白（Ｗ）
の副画素４９と画像観察者との間にカラーフィルタが配置されていない。白（Ｗ）の副画
素４９には、カラーフィルタの代わりに透明な樹脂層が備えられていてもよい。このよう
に画像表示パネル３０は、透明な樹脂層を設けることで、白（Ｗ）の副画素４９にカラー
フィルタを設けないことによって白（Ｗ）の副画素４９に大きな段差が生じることを抑制
することができる。第１カラーフィルタ９５Ｒ、第２カラーフィルタ９５Ｇ及び第３カラ
ーフィルタのようなカラーフィルタは、図５に示すように液晶層９４に対して光の出射面
である対向基板９２側（上側）に配置されていてもよいし、画素基板９１側（下側）に配
置されていてもよい。
【００２７】
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　カラーフィルタが設けられる空間どうしの間にはブラックマトリクスＢＭが設けられて
いる。図５では、ブラックマトリクスＢＭで光が遮られる領域に符号Ｓｄを付し、ブラッ
クマトリクスＢＭ間の開口部に符号Ｏｐを付している。なお、ブラックマトリクスＢＭの
代わりにカラーフィルタ同士を重ね合わせて遮光してもよい。
【００２８】
　なお、表示装置１０は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のような自発光体を点灯する
表示装置であってもよいし、ＭＥＭＳ（Micro　Electro-Mechanical　System）ディスプ
レイであってもよい。また、カラー液晶表示パネルは、例えば、ＩＰＳ（In-Plane　Swit
ching）等の横電界モードの液晶パネルであり、液晶層に用いられる液晶も当該液晶パネ
ルに適した液晶であるが、横電界モードの液晶パネルに限られず、縦電界モードの液晶表
示パネルでもよい。液晶層を構成する液晶も、液晶パネルに応じて適宜変更してよい。例
えば、液晶層に用いられる液晶は、ＴＮ（Twisted　Nematic）、ＶＡ（Virtical　Alignm
ent）、ＥＣＢ（Electrically　Controlled　Birefringence）等の各種モードの液晶でも
よい。
【００２９】
　副画素４９の色がカラーフィルタの色に応じるカラー液晶表示パネルでは、図５の矢印
Ｚ１で示すように、バックライトとして機能する光源装置５０から発せられた光がその直
上の副画素４９側に出射することが想定されている。一方、図５の矢印Ｚ２で例を示すよ
うに、隣接する副画素４９への光漏れが生じることがある。このため、異なる色のカラー
フィルタが設けられた副画素４９同士が隣接する表示領域では、光漏れにより異なる色の
副画素４９が点灯しているように見える視野角混色現象が発生することがある。本実施形
態では、第２副画素４９Ｄが全て白（Ｗ）の副画素４９であるため、仮に光漏れが生じた
としても第２副画素４９Ｄを通過する光はカラーフィルタを通過しない。すなわち、本実
施形態では、行方向又は列方向について第２副画素４９Ｄが配置された領域において光漏
れに伴う視野角混色現象の発生を抑制することができる。図５では、緑（Ｇ）の第１副画
素４９Ｌからの光漏れによる光が第２副画素４９Ｄを通過する例を示しているが、他の色
の第１副画素４９Ｌについても同様である。
【００３０】
　次に、信号処理部２０の処理について説明する。上記の通り、信号処理部２０は、入力
信号を、第１の色、第２の色、第３の色及び第４の色成分からなる出力信号に変換して生
成し、生成した出力信号を画像表示パネル３０に出力する。すなわち、信号処理部２０は
、入力信号に応じて前記複数の画素の出力を決定する信号処理を行う。
【００３１】
　図６は、表示装置の信号処理部を説明するためのブロック図である。図６に示すように
、信号処理部２０は、画像出力部１２からの入力信号Ｓｉｎ（ＲＧＢデータ）が入力され
るガンマ変換部２１と、画像解析部２２と、データ変換部２３と、サブピクセルレンダリ
ング処理部２４と、逆ガンマ変換部２５と、光源制御部２６と、を備える。ガンマ変換部
２１は、入力信号Ｓｉｎ（ＲＧＢデータ）をガンマ変換処理する。画像解析部２２は、ガ
ンマ変換処理した入力値に基づいて、後述する伸長係数αの制御情報Ｓαと、伸長係数α
に基づいた光源装置制御信号Ｓｐｗｍを演算する。光源制御部２６は、光源装置制御信号
Ｓｐｗｍに基づいた制御信号Ｓｂｌにより光源装置制御回路６０を制御する。
【００３２】
　データ変換部２３は、ガンマ変換処理した入力値と、伸長係数αの制御情報Ｓαと、に
基づいて、全画素４８における各副画素４９の出力中間信号Ｓｍｉｄを決定し、出力する
。サブピクセルレンダリング処理部２４は、画像表示パネル３０の画素配列に合うように
、間引き処理を行い、色補正を行う。逆ガンマ変換部２５は、サブピクセルレンダリング
処理部２４の処理情報に基づいて、逆ガンマ変換を処理した出力信号Ｓｏｕｔを画像表示
パネル駆動回路４０へ入力する。なお、データ変換部２３及び逆ガンマ変換部２５は、必
須ではなく、ガンマ変換処理及び逆ガンマ変換処理をしなくてもよい。
【００３３】
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　画像表示パネル駆動回路４０は、信号出力回路４１及び走査回路４２を備えている。画
像表示パネル駆動回路４０は、信号出力回路４１によって映像信号を保持し、順次、画像
表示パネル３０に出力する。信号出力回路４１は、信号線ＤＴＬを介して画像表示パネル
３０と電気的に接続されている。画像表示パネル駆動回路４０は、走査回路４２からの信
号（走査信号）によって、画像表示パネル３０における副画素の動作（光透過率）を制御
するためのスイッチング素子（例えば、薄膜トランジスタＴＦＴ）のオン／オフを制御す
る。走査回路４２は、走査線ＳＣＬを介して画像表示パネル３０と電気的に接続されてい
る。
【００３４】
　光源装置５０は、画像表示パネル３０の背面に配置され、画像表示パネル３０に向けて
光を照射することで、画像表示パネル３０を照明する。光源装置５０は、画像表示パネル
３０の全面に光を照射し、画像表示パネル３０を明るくする。光源装置制御回路６０は、
光源装置５０から出力する光の光量等を制御する。具体的には、光源装置制御回路６０は
、信号処理部２０から出力される光源装置制御信号に基づいて光源装置５０に供給する電
圧又はｄｕｔｙ比を調整することで、画像表示パネル３０を照射する光の光量（光の強度
）を制御する。次に、表示装置１０、より具体的には信号処理部２０が実行する処理動作
について説明する。なお、光源装置は、画像表示パネル３０の領域の一部である部分領域
ごとに輝度を調整することができてもよい。この場合、画像解析部２２は、部分領域ごと
に伸長係数α及び光源装置制御信号Ｓｐｗｍを生成してもよく、データ変換部２３、光源
制御部２６はともに部分領域ごとにＲＧＢＷへのデータ変換および光源制御を行うように
しても良い。
【００３５】
　図７は、本実施形態の表示装置で再現可能な再現ＨＳＶ色空間の概念図である。図８は
、再現ＨＳＶ色空間の色相と彩度との関係を示す概念図である。信号処理部２０は、外部
から表示する画像の情報である入力信号が入力される。入力信号は、各画素に対して、そ
の位置で表示する画像（色）の情報を入力信号として含んでいる。具体的には、Ｐ０×Ｑ

０個の画素４８がマトリクス状に配置された画像表示パネル３０において、第（ｐ、ｑ）
番目の画素４８（ただし、１≦ｐ≦Ｐ０、１≦ｑ≦Ｑ０）に対して、赤（Ｒ）の副画素４
９の入力信号である第１色入力信号（信号値ｘ１－（ｐ、ｑ））、緑（Ｇ）の副画素４９
の入力信号である第２色入力信号（信号値ｘ２－（ｐ、ｑ））及び青（Ｂ）の副画素４９
の入力信号である第３色入力信号（信号値ｘ３－（ｐ、ｑ））が含まれる信号が信号処理
部２０に入力される（図１参照）。
【００３６】
　図１に示す信号処理部２０は、入力信号を処理することで、赤（Ｒ）の副画素４９の表
示階調を決定するための第１色出力信号（信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ））、緑（Ｇ）の副画素
４９の表示階調を決定するための第２色出力信号（信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ））、青（Ｂ）
の副画素４９の表示階調を決定するための第３色出力信号（信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ））及
び白（Ｗ）の副画素４９の表示階調を決定するための第４色出力信号（信号値Ｘ４－（ｐ

、ｑ））を生成し、画像表示パネル駆動回路４０に出力する。
【００３７】
　表示装置１０は、画素４８に高輝度色の成分（例えば白色）を出力する白（Ｗ）の副画
素４９を備えることで、図７に示すように、ＨＳＶ色空間（再現ＨＳＶ色空間）における
明度のダイナミックレンジを広げることができる。つまり、図７に示すように、赤（Ｒ）
の副画素４９、緑（Ｇ）の副画素４９及び青（Ｂ）の副画素４９に表示することのできる
円柱形状のＨＳＶ色空間に、彩度Ｓが高くなるほど明度Ｖの最大値が低くなる略台形形状
となる立体が載っている形状となる。
【００３８】
　信号処理部２０は、高輝度色の成分（例えば白色）を加えることで、拡大されたＨＳＶ
色空間における彩度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）が、信号処理部２０に記
憶されている。つまり、信号処理部２０は、図７に示すＨＳＶ色空間の立体形状について
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、彩度及び色相の座標（値）毎に明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）の値を記憶している。入力
信号は、赤（Ｒ）の副画素４９、緑（Ｇ）の副画素４９及び青（Ｂ）の副画素４９の入力
信号を有するため、入力信号のＨＳＶ色空間は、円柱形状、つまり、再現ＨＳＶ色空間の
円柱形状部分と同じ形状となる。
【００３９】
　信号処理部２０は、少なくとも赤（Ｒ）の副画素４９の入力信号（信号値ｘ１－（ｐ、

ｑ））及び伸長係数αに基づいて、赤（Ｒ）の副画素４９の出力信号（信号値Ｘ１－（ｐ

、ｑ））を算出し、赤（Ｒ）の副画素４９へ出力する。また、信号処理部２０は、少なく
とも緑（Ｇ）の副画素４９の入力信号（信号値ｘ２－（ｐ、ｑ））及び伸長係数αに基づ
いて緑（Ｇ）の副画素４９の出力信号（信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ））を算出し、緑（Ｇ）の
副画素４９へ出力する。また、信号処理部２０は、少なくとも青（Ｂ）の副画素４９の入
力信号（信号値ｘ３－（ｐ、ｑ））及び伸長係数αに基づいて青（Ｂ）の副画素４９の出
力信号（信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ））を算出し、青（Ｂ）の副画素４９へ出力する。さらに
、信号処理部２０は、赤（Ｒ）の副画素４９の入力信号（信号値ｘ１－（ｐ、ｑ））、緑
（Ｇ）の副画素４９の入力信号（信号値ｘ２－（ｐ、ｑ））及び青（Ｂ）の副画素４９の
入力信号（信号値ｘ３－（ｐ、ｑ））に基づいて白（Ｗ）の副画素４９の出力信号（信号
値Ｘ４－（ｐ、ｑ））を算出し、白（Ｗ）の副画素４９へ出力する。
【００４０】
　具体的には、信号処理部２０は、赤（Ｒ）の副画素４９の伸長係数α及び白（Ｗ）の副
画素４９の出力信号に基づいて赤（Ｒ）の副画素４９の出力信号を算出し、緑（Ｇ）の副
画素４９の伸長係数α及び白（Ｗ）の副画素４９の出力信号に基づいて緑（Ｇ）の副画素
４９の出力信号を算出し、青（Ｂ）の副画素４９の伸長係数α及び白（Ｗ）の副画素４９
の出力信号に基づいて青（Ｂ）の副画素４９の出力信号を算出する。
【００４１】
　つまり、信号処理部２０は、χを表示装置１０に依存した定数としたとき、第（ｐ、ｑ
）番目の画素（又は赤（Ｒ）の副画素４９、緑（Ｇ）の副画素４９及び青（Ｂ）の副画素
４９の組）への赤（Ｒ）の副画素４９の出力信号である信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、緑（Ｇ
）の副画素４９の出力信号である信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ）及び青（Ｂ）の副画素４９の出
力信号である信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）を、次に示す式（１）～式（３）から求める。
Ｘ１－（ｐ、ｑ）＝α・ｘ１－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）・・・（１）
Ｘ２－（ｐ、ｑ）＝α・ｘ２－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）・・・（２）
Ｘ３－（ｐ、ｑ）＝α・ｘ３－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）・・・（３）
【００４２】
　信号処理部２０は、第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓを
変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）を求め、複数の画素における副画素の入力信号値
に基づき、これらの複数の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、明度Ｖ（Ｓ）と
伸長係数αの積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）を超える画素
の全画素に対する割合が限界値β（Ｌｉｍｉｔ値）以下となるように伸長係数αを決定す
る。ここで、限界値βは、色相及び彩度の値の組み合わせにおいて再現ＨＳＶ色空間の明
度の最大値に対して当該最大値を超える幅の割合の上限の値（割合）となる。
【００４３】
　ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ及びＶ（Ｓ）＝
Ｍａｘで表される。彩度Ｓは０から１までの値をとることができ、明度Ｖ（Ｓ）は０から
（２ｎ－１）までの値をとることができ、ｎは表示階調ビット数である。また、Ｍａｘは
、画素への第１色入力信号値、第２色入力信号値及び第３色入力信号値の３つの副画素の
入力信号値の最大値である。Ｍｉｎは、画素への第１色入力信号値、第２色入力信号値及
び第３色入力信号値の３つの副画素の入力信号値の最小値である。また、色相Ｈは、図８
に示すように０°から３６０°で表される。０°から３６０°に向かって、赤（Ｒｅｄ：
Ｒ）、イエロー（Ｙｅｌｌｏｗ：Ｙ）、緑（Ｇｒｅｅｎ：Ｇ）、シアン（Ｃｙａｎ：Ｃ）
、青（Ｂｌｕｅ：Ｂ）、マゼンタ（Ｍａｇｅｎｔａ：Ｍ）、赤となる。本実施形態では、
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角度０°を含む領域が赤となり、角度１２０°を含む領域が緑となり、角度２４０°を含
む領域が青となる。
【００４４】
　本実施形態において、信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）は、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）と伸長係数αとの
積に基づき求めることができる。具体的には、下記の式（４）に基づいて信号値Ｘ４－（

ｐ、ｑ）を求めることができる。式（４）では、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）と伸長係数αとの積を
χで除しているが、これに限定するものではない。χについては後述する。また、伸長係
数αは、１画像表示フレーム毎に決定される。
Ｘ４－（ｐ、ｑ）＝Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）・α／χ・・・（４）
【００４５】
　一般に、第（ｐ、ｑ）番目の画素において、赤（Ｒ）の副画素４９の入力信号（信号値
ｘ１－（ｐ、ｑ））、緑（Ｇ）の副画素４９の入力信号（信号値ｘ２－（ｐ、ｑ））及び
青（Ｂ）の副画素４９の入力信号（信号値ｘ３－（ｐ、ｑ））に基づき、円柱のＨＳＶ色
空間における彩度（Saturation）Ｓ（ｐ、ｑ）及び明度（Brightness）Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ

）は、次の式（５）、式（６）から求めることができる。
Ｓ（ｐ、ｑ）＝（Ｍａｘ（ｐ、ｑ）－Ｍｉｎ（ｐ、ｑ））／Ｍａｘ（ｐ、ｑ）・・・（５
）
Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）＝Ｍａｘ（ｐ、ｑ）・・・（６）
【００４６】
　ここで、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）は、（ｘ１－（ｐ、ｑ）、ｘ２－（ｐ、ｑ）、ｘ３－（ｐ、

ｑ））の３個の副画素４９の入力信号値の最大値であり、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）は、（ｘ１－

（ｐ、ｑ）、ｘ２－（ｐ、ｑ）、ｘ３－（ｐ、ｑ））の３個の副画素４９の入力信号値の
最小値である。本実施形態ではｎ＝８とした。すなわち、表示階調ビット数を８ビット（
表示階調の値を０から２５５の２５６階調）とした。
【００４７】
　白色を表示する白（Ｗ）の副画素４９には、カラーフィルタが配置されていない。赤（
Ｒ）の副画素４９に第１色出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力され、
緑（Ｇ）の副画素４９に第２色出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力さ
れ、青（Ｂ）の副画素４９に第３色出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力されたときの、画素４８又は画素４８の群が備える赤（Ｒ）の副画素４９、緑（Ｇ）の
副画素４９及び青（Ｂ）の副画素４９の集合体の輝度をＢＮ１－３とする。また、画素４
８又は画素４８の群が備える白（Ｗ）の副画素４９に、白（Ｗ）の副画素４９の出力信号
の最大信号値に相当する値を有する信号が入力されたときの白（Ｗ）の副画素４９の輝度
をＢＮ４としたときを想定する。すなわち、赤（Ｒ）の副画素４９、緑（Ｇ）の副画素４
９及び青（Ｂ）の副画素４９の集合体によって最大輝度の白色が表示され、この白色の輝
度がＢＮ１－３で表される。すると、χを表示装置１０に依存した定数としたとき、定数
χは、χ＝ＢＮ４／ＢＮ１－３で表される。
【００４８】
　具体的には、赤（Ｒ）の副画素４９、緑（Ｇ）の副画素４９及び青（Ｂ）の副画素４９
の集合体に、次の表示階調の値を有する入力信号として、信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）＝２５
５、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）＝２５５、信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）＝２５５が入力されたと
きにおける白色の輝度ＢＮ１－３に対して、白（Ｗ）の副画素４９に表示階調の値２５５
を有する入力信号が入力されたと仮定したときの輝度ＢＮ４は、例えば、１．５倍である
。すなわち、本実施形態にあっては、χ＝１．５である。
【００４９】
　ところで、信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）が、上述した式（４）で与えられる場合、Ｖｍａｘ
（Ｓ）は、次の式（７）、式（８）で表すことができる。
Ｓ≦Ｓ０の場合、
Ｖｍａｘ（Ｓ）＝（χ＋１）・（２ｎ－１）・・・（７）
Ｓ０＜Ｓ≦１の場合、
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Ｖｍａｘ（Ｓ）＝（２ｎ－１）・（１／Ｓ）・・・（８）
ここで、Ｓ０＝１／（χ＋１）である。
【００５０】
　このようにして得られた、高輝度色の成分を加えることによって拡大されたＨＳＶ色空
間における彩度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）が、例えば、信号処理部２０
に一種のルック・アップ・テーブルとして記憶されている。あるいは、拡大されたＨＳＶ
色空間における彩度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）は、都度、信号処理部２
０において求められる。
【００５１】
　次に、第（ｐ、ｑ）番目の画素４８における出力信号である信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、
Ｘ２－（ｐ、ｑ）、Ｘ３－（ｐ、ｑ）、Ｘ４－（ｐ、ｑ）の求め方（伸長処理）を説明す
る。次の処理は、（赤（Ｒ）の副画素４９＋白（Ｗ）の副画素４９）によって表示される
第１原色の輝度、（緑（Ｇ）の副画素４９＋白（Ｗ）の副画素４９）によって表示される
第２原色の輝度、（青（Ｂ）の副画素４９＋白（Ｗ）の副画素４９）によって表示される
第３原色の輝度の比を保つように行われる。しかも、色調を保持（維持）するように行わ
れる。さらには、階調－輝度特性（ガンマ特性、γ特性）を保持（維持）するように行わ
れる。また、いずれかの画素４８又は画素４８の群において、入力信号値のすべてが０で
ある場合又は小さい場合、このような画素４８又は画素４８の群を含めることなく、伸長
係数αを求めればよい。
【００５２】
（第１工程）
　まず、信号処理部２０は、複数の画素４８における副画素４９の入力信号値に基づき、
これらの複数の画素４８における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求める。具体的には、第（ｐ
、ｑ）番目の画素４８への赤（Ｒ）の副画素４９の入力信号である信号値ｘ１－（ｐ、ｑ

）、緑（Ｇ）の副画素４９の入力信号である信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）、青（Ｂ）の副画素
４９の入力信号である信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）に基づき、式（５）及び式（６）からＳ（

ｐ、ｑ）、Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）を求める。信号処理部２０は、この処理を、すべての画素
４８に対して行う。
【００５３】
（第２工程）
　次いで、信号処理部２０は、複数の画素４８において求められたＶｍａｘ（Ｓ）／Ｖ（
Ｓ）に基づき伸長係数α（Ｓ）を求める。
【００５４】
　α（Ｓ）＝Ｖｍａｘ（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）・・・（９）
【００５５】
　そして、複数の画素（本実施形態にあっては全てのＰ０×Ｑ０個の画素）４８において
求められた伸長係数α（Ｓ）の値を昇順に並べ、Ｐ０×Ｑ０個の伸長係数α（Ｓ）の値の
内、最小値からβ×Ｐ０×Ｑ０個のところに相当する伸長係数α（Ｓ）を伸長係数αとす
る。こうして、明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数αの積から求められた伸長された明度の値が最大
値Ｖmax（Ｓ）を超える画素の全画素に対する割合が所定の値（β）以下となるように伸
長係数αを決定することができる。
【００５６】
（第３工程）
　次に、信号処理部２０は、第（ｐ、ｑ）番目の画素４８における信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ

）を、少なくとも、入力信号の信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）及び信
号値ｘ３－（ｐ、ｑ）に基づいて求める。本実施形態にあっては、信号処理部２０は、信
号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）を、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）、伸長係数α及び定数χに基づいて決定する
。より具体的には、信号処理部２０は、上述したとおり、信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）を、上
記の式（４）に基づいて求める。信号処理部２０は、Ｐ０×Ｑ０個の全画素４８において
信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）を求める。
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【００５７】
（第４工程）
　その後、信号処理部２０は、第（ｐ、ｑ）番目の画素４８における信号値Ｘ１－（ｐ、

ｑ）を、信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）、伸長係数α及び信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求め
、第（ｐ、ｑ）番目の画素４８における信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ）を、信号値ｘ２－（ｐ、

ｑ）、伸長係数α及び信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求め、第（ｐ、ｑ）番目の画素４
８における信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）を、信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）、伸長係数α及び信号値
Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求める。具体的には、信号処理部２０は、第（ｐ、ｑ）番目の
画素４８における信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ）及び信号値Ｘ３－（

ｐ、ｑ）を、上記の式（１）～（３）に基づいて求める。
【００５８】
　信号処理部２０は、式（４）に示したとおり、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値をαによって伸長
する。このように、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値がαによって伸長されることで、白色表示副画
素（白（Ｗ）の副画素４９）の輝度が増加するだけでなく、上記式に示すとおり、赤色表
示副画素、緑色表示副画素及び青色表示副画素（それぞれ赤（Ｒ）の副画素４９、緑（Ｇ
）の副画素４９及び青（Ｂ）の副画素４９に対応する）の輝度も増加する。このため、色
のくすみが発生するといった問題を回避することができる。すなわち、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）

の値が伸長されていない場合と比較して、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値がαによって伸長される
ことで、画像全体として輝度はα倍となる。したがって、例えば、静止画等の画像表示を
高輝度で行うことができ、好適である。
【００５９】
　第（ｐ、ｑ）番目の画素４８における出力信号Ｘ１－（ｐ、ｑ）、Ｘ２－（ｐ、ｑ）、
Ｘ３－（ｐ、ｑ）、Ｘ４－（ｐ、ｑ）によって表示される輝度は、入力信号ｘ１－（ｐ、

ｑ）、ｘ２－（ｐ、ｑ）、ｘ３－（ｐ、ｑ）から形成される輝度のα倍に伸長されている
。このため、表示装置１０は、伸長されていない状態の画素４８の輝度と同じ画素の輝度
とするためには、光源装置５０の輝度を、伸長係数αに基づき減少させればよい。具体的
には、光源装置５０の輝度を、（１／α）倍とすればよい。
【００６０】
　また、上述したように、本実施形態の表示装置１０は、入力信号の１フレーム毎に限界
値（Ｌｉｍｉｔ値）βを設定することで、画質を維持しつつ、消費電力を低減することが
できる値を伸長係数αとすることができる。
【００６１】
　図９は、入力信号が示す表示出力内容の一例を示す図である。図１０は、図９で示す入
力信号に対してサブピクセルレンダリング処理を適用した場合の表示出力例を示す図であ
る。信号処理部２０は、１つの画素４８が有する副画素４９では再現不可能な色の出力に
際して他の画素４８が有する副画素４９であって再現不可能な色の再現に必要な副画素４
９を用いた出力を行う。
【００６２】
　例えば、図９に示すように、１画素のみ白色、例えば（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５
５，２５５）であり、当該１画素の周囲が全て黒色、すなわち（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（０，０
，０）であることを示す入力信号が入力された場合を想定する。画素４８ａ、画素４８ｂ
及び画素４８ｃは、いずれも副画素４９の色として赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の全て
の色を有しておらず、いずれか一つの色を有しない。よって、図９で示す白色の画素に対
応する位置の画素４８が画素４８ａ、画素４８ｂ及び画素４８ｃのいずれであったとして
も、当該位置の画素４８は赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の全てを有しないことから、白
（Ｗ）の第２副画素４９Ｄ以外の副画素４９を点灯させた場合に１つの画素４８のみでは
白色を再現することができない。（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５５，２５５）のような
、入力信号が示し得る出力輝度の範囲内で相対的に高い輝度を示す出力を白（Ｗ）の第２
副画素４９Ｄのみで行うことは、本実施形態では想定されていない。よって、この場合、
白色が１つの画素４８が有する副画素の色では再現不可能な色となる。また、第１副画素
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４９Ｌと第２副画素４９Ｕの大きさが異なることから、１つの画素４８では白色の出力に
際して第１副画素４９Ｌの色の出力と第２副画素４９Ｕの色の出力とのバランスを取るこ
とが困難である。以下、図９における白色の画素に対応する位置の画素４８を「対象画素
」と記載することがある。
【００６３】
　そこで、本実施形態では、白色の出力を行う画素４８の周囲の画素４８が有する副画素
４９を用いた出力を行う。一例として、図１０に示すように、対象画素が画素４８ａであ
った場合について説明する。この場合、信号処理部２０が有するサブピクセルレンダリン
グ処理部２４は、対象画素が有する副画素４９に加えて、対象画素に対して行方向、列方
向及び斜め方向の少なくとも一方向に隣接する他の画素４８が有する副画素４９を用いて
白色を再現するための信号処理を行う。具体的には、例えば図１０に示すように、サブピ
クセルレンダリング処理部２４は、対象画素が有する全ての副画素４９に加えて、対象画
素の左側に存する画素４８ｃが有する緑（Ｇ）の第１副画素４９Ｌ及び対象画素の左斜め
下側に隣接する画素４８ｂが有する青（Ｂ）の第１副画素４９Ｌを点灯させる。すなわち
、この例の場合、入力信号が示す（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５５，２５５）の成分の
一部を、上記の伸長処理によって対象画素が有する白（Ｗ）の第２副画素４９Ｄが出力す
る。また、入力信号が示す（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５５，２５５）の成分のうち対
象画素が有する白（Ｗ）の第２副画素４９Ｄで出力されていない残りの成分を、対象画素
が有する青（Ｂ）の第２副画素４９Ｕ及び赤（Ｒ）の第１副画素４９Ｌ、対象画素の左側
に隣接する画素４８ｃが有する緑（Ｇ）の第１副画素４９Ｌ並びに対象画素の左斜め下側
に隣接する画素４８ｂが有する青（Ｂ）の第１副画素４９Ｌが出力する。このように、信
号処理部２０は、入力信号の成分を分散させるように画素４８の各々が有する副画素４９
に対する出力信号を決定する信号処理を行う。
【００６４】
　図１０に示す例の場合、青（Ｂ）の副画素４９の大きさは、赤（Ｒ）及び緑（Ｇ）の副
画素４９の大きさに比して大きい。このように色再現に用いられる副画素４９の大きさが
均一でない場合、信号処理部２０は、相対的に大きい表示領域を有する副画素４９からの
光の強度と相対的に小さい表示領域を有する副画素４９からの光の強度とのバランスが取
れるように出力信号を決定する。
【００６５】
　具体的には、図１０に示す例の場合、サブピクセルレンダリング処理部２４は、対象画
素が有する青（Ｂ）の第２副画素４９Ｕと対象画素の左斜め下側に隣接する画素４８ｂが
有する青（Ｂ）の第１副画素４９Ｌに出力における青色成分を分散させることで青（Ｂ）
の副画素４９の１つから発せられる光の強度を相対的に赤（Ｒ）及び緑（Ｂ）の副画素４
９１つから発せられる光の強度よりも下げる。より具体的には、例えば入力信号が示す（
Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５５，２５５）の成分のうち対象画素が有する白（Ｗ）の副
画素４９に割り当てられた成分が（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１２７，１２７，１２７）だった場
合を考える。この場合、残りの成分は、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１２８，１２８，１２８）で
ある。サブピクセルレンダリング処理部２４は、対象画素が有する赤（Ｒ）の第１副画素
４９Ｌに（Ｒ）＝（１２８）を割り当てる。また、サブピクセルレンダリング処理部２４
は、対象画素の左側に隣接する画素４８ｃが有する緑（Ｇ）の第１副画素４９Ｌに（Ｇ）
＝（１２８）を割り当てる。また、サブピクセルレンダリング処理部２４は、対象画素が
有する青（Ｂ）の第２副画素４９Ｕ及び対象画素の左斜め下側に隣接する画素４８ｂが有
する青（Ｂ）の第１副画素４９Ｌに（Ｂ）＝（６４）をそれぞれ分散させて割り当てる。
【００６６】
　以上、図９及び図１０を参照して説明したように、サブピクセルレンダリング処理部２
４は、１つの画素４８が有する副画素４９では再現不可能な色の出力に際して他の画素４
８が有する副画素４９であって再現不可能な色の再現に必要な副画素４９を用いるサブピ
クセルレンダリング処理を行う。本実施形態では、サブピクセルレンダリング処理におい
て他の副画素４９を用いる場合に、対象画素の周囲（行方向、列方向及び斜め方向）に隣
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接する他の２つの画素４８が有する副画素４９に分散させるようにしていたが、これに限
らず、３画素以上の隣接する画素４８を用いて分散させ割り当ててもよいし、隣接する１
つの画素４８のみを用いて分散させてもよい。また、隣接する画素４８としたが、対象画
素に直接接している画素４８に限らず、１以上の数画素開けて分散させてもよい。
【００６７】
　図１１は、図９で示す入力信号に対してサブピクセルレンダリング処理を適用した場合
の表示出力例であって図１０とは異なる例を示す図である。サブピクセルレンダリング処
理部２４は、図９で示す入力信号に基づいたサブピクセルレンダリング処理の処理結果と
して、図１１に示すような表示出力を行う出力信号を出力するようにしてもよい。図１１
に示す例は、図１０に示す例において対象画素の左下側の画素４８が有する第１副画素４
９Ｌに割り当てられていた青色成分が、対象画素の右下側の画素４８が有する第２副画素
４９Ｕに割り当てられている点を除いて、図１０と同様である。このように、本実施形態
では、信号処理部２０は、１つの画素４８である対象画素が有する副画素４９の色以外の
色である非選択色（例えば、図１０、図１１における緑（Ｇ））が必要となる入力信号が
割り当てられた場合、対象画素の出力に際して、当該非選択色を含む副画素４９を有する
他の画素４８（例えば、対象画素に隣接する画素４８等）を用いた出力を行う。また、信
号処理部２０は、１つの画素４８である対象画素が有する副画素４９のうち第１副画素４
９Ｌよりも表示領域が小さい第２副画素４９Ｕ，４９Ｄに割り当てられた特定色（例えば
、図１０、図１１における青（Ｂ））をより高階調に出力する必要がある入力信号が割り
当てられた場合、対象画素の出力に際して、当該特定色を含む副画素４９を有する他の画
素４８（例えば、対象画素に隣接する画素４８等）を用いた出力を行う。
【００６８】
　以上、図９、図１０及び図１１を参照してサブピクセルレンダリング処理について説明
したが、サブピクセルレンダリング処理は、白色の入力信号に対応する表示出力に限らず
、１つの画素４８が有する副画素４９では再現不可能な色の出力に際して行われる。
【００６９】
　図１２は、入力信号に対応する表示出力例であって図１０及び図１１とは異なる例を示
す図である。図１２に示すように、１画素、１画素行又は１画素列のみ黒色、例えば（Ｒ
，Ｇ，Ｂ）＝（０，０，０）であり、当該１画素、１画素行又は１画素列の周囲が全て白
色、すなわち（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５５，２５５）であることを示す入力信号が
入力された場合、サブピクセルレンダリング処理部２４は、１画素、１画素行又は１画素
列に対応する位置の画素４８が有する副画素４９を全て点灯させない状態とし、他の画素
４８が有する副画素４９を全て点灯させる状態にする。図１２の例で示すように、（Ｒ，
Ｇ，Ｂ）＝（０，０，０）は、表示出力に用いられる全ての色がない１つの画素４８でも
出力可能であるため、他の画素４８が有する副画素４９に対する出力の分散をする必要が
ない。図１２では、１画素、１画素行及び１画素列のみ黒色である場合を例示しているが
、２×２画素以上連続する黒色の領域についても同様である。また、黒色に限らず、入力
信号が示す色が、当該入力信号に対応する画素４８が有する副画素４９のみで出力可能な
色である場合も、他の画素４８が有する副画素４９に対する出力の分散をする必要がない
。
【００７０】
　サブピクセルレンダリング処理部２４は、画素４８が有する副画素４９と接続された走
査線ＳＣＬによる副画素４９の駆動タイミングと信号線ＤＴＬを経由して出力される出力
信号の出力タイミングとを対応させる信号制御処理を行う。
【００７１】
　図１３は、サブピクセルレンダリング処理後の画素４８の各々が有する副画素４９に対
する出力信号と、信号制御処理によって走査線ＳＣＬの駆動タイミングに合わせて出力さ
れる出力信号との関係の一例を示す図である。図１３では、具体例として行方向×列方向
の画素４８の数がＶ×Ｄ＝３×３である表示領域に関する信号制御処理を例示しているが
、より広い表示領域についても同様の仕組みである。図１３におけるＲ（Ｖ，Ｄ）は、赤
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（Ｒ）の副画素４９に対する出力信号を示す。図１３におけるＧ（Ｖ，Ｄ）は、緑（Ｇ）
の副画素４９に対する出力信号を示す。図１３におけるＢ（Ｖ，Ｄ）は、青（Ｂ）の副画
素４９に対する出力信号を示す。図１３におけるＷ（Ｖ，Ｄ）は、白（Ｗ）の副画素４９
に対する出力信号を示す。
【００７２】
　図１３に示すように、信号制御処理前の１行目の画素行に対する出力信号は、図４に示
す１行目（１，Ｄ）の画素４８が有する副画素４９に対する出力信号であるＲ（１，Ｄ）
、Ｇ（１，Ｄ）、Ｂ（１，Ｄ）及びＷ（１，Ｄ）を含んでいる。また、信号制御処理前の
２行目の画素行に対する出力信号は、図４に示す２行目（２，Ｄ）の画素４８が有する副
画素４９に対する出力信号であるＲ（２，Ｄ）、Ｇ（２，Ｄ）、Ｂ（２，Ｄ）及びＷ（２
，Ｄ）を含んでいる。また、信号制御処理前の３行目の画素行に対する出力信号は、図４
に示す３行目（３，Ｄ）の画素４８が有する副画素４９に対する出力信号であるＲ（３，
Ｄ）、Ｇ（３，Ｄ）、Ｂ（３，Ｄ）及びＷ（３，Ｄ）を含んでいる。図１０の例で示すサ
ブピクセルレンダリング処理が行われている場合、対象画素である（２，２）の画素４８
に対する入力信号の成分のうち、白（Ｗ）に変換されなかった緑（Ｇ）の成分がＧ（２，
１）に割り当てられ、青（Ｂ）の成分の一部がＢ（３，１）に割り当てられることになる
。
【００７３】
　一方、上記で説明したように、１行目（１，Ｄ）の画素４８が有する副画素４９のうち
、第１副画素４９Ｌ及び第２副画素４９Ｕは画素４８の上側に設けられている走査線ＳＣ
Ｌに接続され、第２副画素４９Ｄは画素４８の下側に設けられている走査線ＳＣＬに接続
されている。このため、サブピクセルレンダリング処理部２４は、走査線Ｇｐ＋１に走査
信号が出力されるタイミングと、１行目（１，Ｄ）の画素４８が有する副画素４９のうち
第１副画素４９Ｌ及び第２副画素４９Ｕに出力される出力信号の出力タイミングとを合わ
せる。また、サブピクセルレンダリング処理部２４は、走査線Ｇｐ＋２に走査信号が出力
されるタイミングと、１行目（１，Ｄ）の画素４８が有する副画素４９のうち第２副画素
４９Ｄに出力される出力信号及び２行目（２，Ｄ）の画素４８が有する副画素４９のうち
第１副画素４９Ｌ及び第２副画素４９Ｕに出力される出力信号の出力タイミングとを合わ
せる。また、サブピクセルレンダリング処理部２４は、走査線Ｇｐ＋３に走査信号が出力
されるタイミングと、２行目（２，Ｄ）の画素４８が有する副画素４９のうち第２副画素
４９Ｄに出力される出力信号及び３行目（３，Ｄ）の画素４８が有する副画素４９のうち
第１副画素４９Ｌ及び第２副画素４９Ｕに出力される出力信号の出力タイミングとを合わ
せる。以降、サブピクセルレンダリング処理部２４は、４行目以降の画素４８が有する副
画素４９を含む出力信号についても同様に走査信号の出力タイミングと出力信号の出力タ
イミングとを合わせる。
【００７４】
　具体的には、サブピクセルレンダリング処理部２４は、図１３に示すように、１行目の
画素行に対する出力信号Ｒ（１，１）、Ｂ（１，１）、Ｗ（１，１）、Ｇ（１，２）、Ｂ
（１，２）、Ｗ（１，２）、Ｒ（１，３）、Ｇ（１，３）、Ｗ（１，３）のうち、１行目
の第１副画素４９Ｌに対応するＲ（１，１）、Ｂ（１，２）、Ｇ（１，３）と、１行目の
第２副画素４９Ｕに対応するＢ（１，１）Ｇ（１，２）、Ｒ（１，３）の出力タイミング
を走査線Ｇｐ＋１に対する走査信号の出力タイミングと合わせる。また、サブピクセルレ
ンダリング処理部２４は、１行目の画素行に対する出力信号のうち、１行目の第２副画素
４９Ｄに対応するＷ（１，１）、Ｗ（１，２）、Ｗ（１，３）の出力タイミングを走査線
Ｇｐ＋２に対する走査信号の出力タイミングと合わせるとともに、２行目の画素行に対す
る出力信号Ｒ（２，１）、Ｇ（２，１）、Ｗ（２，１）、Ｒ（２，２）、Ｂ（２，２）、
Ｗ（２，２）、Ｇ（２，３）、Ｂ（２，３）、Ｗ（２，３）のうち、２行目の第１副画素
４９Ｌに対応するＧ（２，１）、Ｒ（２，２）、Ｂ（２，３）と、２行目の第２副画素４
９Ｕに対応するＲ（２，１）、Ｂ（２，２）、Ｇ（２，３）の出力タイミングを走査線Ｇ
ｐ＋２に対する走査信号の出力タイミングと合わせる。また、サブピクセルレンダリング
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処理部２４は、２行目の画素行に対する出力信号のうち、２行目の第２副画素４９Ｄに対
応するＷ（２，１）、Ｗ（２，２）、Ｗ（２，３）の出力タイミングを走査線Ｇｐ＋３に
対する走査信号の出力タイミングと合わせるとともに、３行目の画素行に対する出力信号
Ｇ（３，１）、Ｂ（３，１）、Ｗ（３，１）、Ｒ（３，２）、Ｇ（３，２）、Ｗ（３，２
）、Ｒ（３，３）、Ｂ（３，３）、Ｗ（３，３）のうち、３行目の第１副画素４９Ｌに対
応するＢ（３，１）、Ｇ（３，２）、Ｒ（３，３）と、３行目の第２副画素４９Ｕに対応
するＧ（３，１）、Ｒ（３，２）、Ｂ（３，３）の出力タイミングを走査線Ｇｐ＋３に対
する走査信号の出力タイミングと合わせる。以後、４行目以降についても同様に、サブピ
クセルレンダリング処理部２４は、走査線ＳＣＬと副画素４９との接続関係に応じた信号
制御処理を行う。
【００７５】
　なお、対象画素が（２，２）の座標の画素４８である場合であって、図１０に示すサブ
ピクセルレンダリング処理が行われている場合、Ｂ（２，２）、Ｗ（２，２）及びＲ（２
，２）に加えて、Ｇ（２，１）及びＢ（３，１）に図９における白色の入力信号に対応す
る成分が割り当てられることになる。また、対象画素が（２，２）の座標の画素４８であ
る場合であって、図１１に示すサブピクセルレンダリング処理が行われている場合、Ｂ（
２，２）、Ｗ（２，２）及びＲ（２，２）に加えて、Ｇ（２，１）及びＢ（３，３）に図
９における白色の入力信号に対応する成分が割り当てられることになる。
【００７６】
　サブピクセルレンダリング処理において１つの画素４８が有する副画素４９では再現不
可能な色の出力に際して用いられる副画素４９は、副画素４９と走査線ＳＣＬとの接続関
係に基づいて決定されてもよい。本実施形態では、１つの画素４８が有する副画素４９で
は再現不可能な色の出力に際して用いられる副画素４９は、当該１つの画素４８が有する
副画素４９と走査線ＳＣＬを共有する副画素４９及び当該１つの画素４８が有する副画素
４９と接続されている走査線ＳＣＬよりも下側に配置されている走査線ＳＣＬと接続され
ている副画素４９を優先して用いる。これによって、各行の画素４８が有する副画素４９
に対する出力信号の決定に際して次の行の画素４８に対応する入力信号が示す色を考慮す
る必要がなくなり、処理を簡略化することができる。１つの画素４８が有する副画素４９
では再現不可能な色の出力に際して用いられる副画素４９として、当該１つの画素４８が
有する副画素４９と接続されている走査線ＳＣＬよりも上側に配置されている走査線ＳＣ
Ｌと接続されている副画素４９を用いてもよい。例えば、最下の行に存する画素４８によ
る出力については、当該行の画素４８が有する副画素４９に限らず、当該行よりも上側の
行に存する画素４８が有する副画素４９を用いて色再現を行うことも考慮されてよい。
【００７７】
　図１４は、解像度と副画素の対角長さとの関係を示す説明図である。縦軸は、解像度を
示し、横軸は副画素の対角長さを示し、５００ｐｐｉ（一インチあたりの画素数：pixel
　per　inch）の領域をＡ５００として示している。図１５は、比較例１に係る副画素の
配置及び大きさを説明するための説明図である。図１６は、比較例２に係る副画素の配置
及び大きさを説明するための説明図である。図１７は、比較例３に係る副画素の配置及び
大きさを説明するための説明図である。図１８は、本実施形態に係る副画素の配置及び大
きさを説明するための説明図である。図１６に示す４つの副画素を有する画素は、同じ５
００ｐｐｉ領域で比較すると、図１５に示す３つの副画素を有する画素の副画素の開口面
積Ｗａ×Ｄａに対して、開口面積Ｗｂ×Ｄａが小さくなってしまう。図１６に示す比較例
２の画素は、画素密度が高くなると、図１５に示す比較例１の画素に比べ開口率を確保し
にくい。
【００７８】
　図１７に示す画素は、信号線ＤＴＬの数を増やすことで走査線ＳＣＬの数を増やさずに
駆動できるが、本実施形態に係る画素４８よりも信号線ＤＴＬを多く必要とするため、信
号線ＤＴＬが副画素の表示領域に重畳することになる。このため、信号線ＤＴＬが重畳す
る領域分だけ副画素の有効表示領域が減少することで開口率が低下する。また、信号線Ｄ
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ＴＬの増加は、信号出力回路の増大をもたらし、好ましくない。一方、図１７に示す画素
は、走査線ＳＣＬの数を増やすことで信号線ＤＴＬの数を増やさずに駆動できるが、この
場合、駆動周波数が高くなるため（例えば２倍）、消費電力の増加を招きやすくなる。
【００７９】
　図１８に示すように、本実施形態に係る画素４８は、上述したように、２つの第２副画
素４９Ｕ，４９Ｄが列方向に並べられており、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄと第１副
画素４９Ｌとが行方向に並べられている。このため、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄの
開口面積がＤｃ×Ｗｄ、第１副画素４９Ｌの開口面積がＤａ×Ｗｄである。第１副画素４
９Ｌには列方向について副画素４９を複数に区切るブラックマトリクスが設けられないこ
とから、より高い開口率を確保することができる。また、本実施形態に係る画素４８によ
れば、走査線ＳＣＬの増加を抑制できることから、駆動周波数を抑制できる。また、信号
線ＤＴＬの増加も、第１副画素４９Ｌに重畳するよう配置された一本の信号線ＤＴＬに留
めることができる。このため、本実施形態に係る表示装置１０は、低消費電力とより高い
開口率とを両立することができる。
【００８０】
　以上、本実施形態によれば、４色の色の組み合わせにより入力信号に応じた表示出力を
行う表示装置において、画像表示パネル３０が色数よりも少ない３つの副画素を有する複
数の画素４８を備え、画素４８は、副画素４９のうち最も大きい表示領域を有する１つの
第１副画素４９Ｌと第１副画素４９Ｌよりも小さい表示領域を有する２つの第２副画素４
９Ｕ，４９Ｄとを有する。このため、従来のように単に白（Ｗ）の副画素を追加する表示
装置に比して、第１副画素４９Ｌの表示領域が大きい分だけより高い開口率を確保するこ
とができる。また、本実施形態によれば、１つの画素４８が有する副画素４９はそれぞれ
異なる色を出力し、第２副画素４９Ｕ，４９Ｄのうち１つは、４色以上の色のうち最も輝
度の高い高輝度色（例えば、白（Ｗ））を出力する。このため、１つの画素４８に必ず、
より高い輝度を確保しやすい高輝度色の副画素４９があるため、表示出力においてより高
い解像感を得ることができる。また、１つの画素４８が有する副画素４９はそれぞれ異な
る色を出力し、第２副画素４９Ｕ，４９Ｄのうち１つが高輝度色であることから、第１副
画素４９Ｌは必ず高輝度色以外の色である。このため、高輝度色以外の色、すなわち、表
示出力において高輝度色よりもより強く色再現に寄与する色をより開口率の高い第１副画
素４９Ｌに配置することができることから、画像表示パネル３０の表示領域における高輝
度色以外の色の開口率をより高めることができる。よって、高輝度色を各画素４８に配置
するとともに、高輝度色以外の色の副画素４９の開口率を確保しやすくなることから、高
輝度色と高輝度色以外の色とのバランスが取りやすくなる。
【００８１】
　また、隣接する画素４８の各々が有する副画素４９の色の組み合わせが異なり、所定数
の画素（例えば、３つの画素４８）単位で副画素４９の色の配置が周期的に繰り返される
。このため、表示出力に用いられる色を画像表示パネル３０の表示領域に均一に分散配置
することができる。
【００８２】
　また、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄは行方向又は列方向のうち一方向に並び、２つ
の第２副画素４９Ｕ，４９Ｄと第１副画素４９Ｌとは行方向又は列方向のうち他方向に並
ぶ。このため、第２副画素４９Ｕ，４９Ｄの行列方向の開口幅を確保するとともに、第１
副画素４９Ｌの一方向に沿う開口幅をより大きくすることができる。よって、高解像度化
に伴い生じる１つの副画素４９の開口部の縮小に対しても、副画素４９の開口幅を確保し
やすくなる。
【００８３】
　また、第１副画素４９Ｌの信号線は第１副画素４９Ｌの表示領域に重畳する位置に配置
される。このため、第１副画素４９Ｌに比して相対的に表示領域が小さい第２副画素４９
Ｕ，４９Ｄの有効表示領域をより狭めることなく信号線を設けることができ、表示出力に
おける信号線の影響をより小さくすることができる。
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【００８４】
　また、信号処理部２０が、１つの画素４８が有する副画素４９では再現不可能な色の出
力に際して他の画素４８が有する副画素４９であって再現不可能な色の再現に必要な副画
素４９を用いた出力を行う。具体的には、例えば、１つの画素４８が有する副画素４９の
色以外の色である非選択色が必要となる入力信号が割り当てられた場合、当該画素（例え
ば、対象画素）の出力に際して、当該非選択色を含む副画素４９を有する他の画素４８（
例えば、対象画素に隣接する画素４８等）を用いた出力を行う。このため、１つの画素４
８が有する副画素４９の数が色数よりも少なくても画像表示パネル３０全体で入力信号に
応じた色成分を補完して表示出力を行うことができる。
【００８５】
　また、各画素において、１つの画素４８が有する副画素４９のうち第１副画素４９Ｌよ
りも表示領域が小さい第２副画素４９Ｕ，４９Ｄに割り当てられた特定色をより高階調に
出力する必要がある入力信号が割り当てられた場合、当該画素（例えば、対象画素）の出
力に際して、当該特定色を含む副画素４９を有する他の画素４８（例えば、対象画素に隣
接する画素４８等）を用いた出力を行う。これによって、例えば、対象画素が有する第２
副画素４９Ｕ又は第２副画素４９Ｄに割り当てられた色について、当該第２副画素４９Ｕ
又は第２副画素４９Ｄの表示領域のみでは色再現のための出力輝度の確保が困難な高輝度
の出力を求められる入力信号が対象画素に割り当てられた場合に、他の画素４８が有する
副画素４９を用いて係る高輝度の出力を行うことができる。
【００８６】
　また、本実施形態によれば、行方向について第１副画素４９Ｌに必ず白（Ｗ）の第２副
画素４９Ｄが隣接するので、行方向について第２副画素４９Ｄが配置された領域において
光漏れに伴う視野角混色現象の発生を抑制することができる。
【００８７】
（変形例）
　次に、本発明の実施形態の変形例について説明する。変形例の説明では、上記の実施形
態と同様の構成について同じ符号を付して説明を省略することがある。
【００８８】
　上記の実施形態では、行方向及び列方向に隣接する画素４８の各々が有する副画素４９
の色の組み合わせが異なっているが、行方向及び列方向のうち一方の方向について隣接す
る画素４８の各々が有する副画素４９の色の組み合わせが異なっていてもよい。以下、図
１９及び図２０を参照して、本発明の実施形態の第１変形例及び第２変形例について説明
する。
【００８９】
（第１変形例）
　図１９は、行列方向に配置された複数の画素４８が有する副画素４９の色の配置の一例
であって、第１変形例における配置の一例を示す図である。図１９に示すように、行方向
について隣接する画素４８の各々が有する副画素４９の色の組み合わせが異なり、列方向
について隣接する画素４８の各々が有する副画素４９の色の組み合わせが同一であっても
よい。図１９では、全ての行で左から順に画素４８ａ、画素４８ｂ、画素４８ｃの順に３
画素単位で繰り返し周期的に画素４８が配置されているが、画素４８ａ、画素４８ｂ、画
素４８ｃの並び順は適宜変更可能である。
【００９０】
（第２変形例）
　図２０は、行列方向に配置された複数の画素４８が有する副画素４９の色の配置の一例
であって、第２変形例における配置の一例を示す図である。図２０に示すように、列方向
について隣接する画素４８の各々が有する副画素４９の色の組み合わせが異なり、行方向
について隣接する画素４８の各々が有する副画素４９の色の組み合わせが同一であっても
よい。図２０では、全ての列で上から順に画素４８ａ、画素４８ｃ、画素４８ｂの順に３
画素単位で繰り返し周期的に画素４８が配置されているが、画素４８ａ、画素４８ｂ、画
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素４８ｃの並び順は適宜変更可能である。
【００９１】
　上記の第１変形例及び第２変形例では、隣接する画素４８の各々が有する副画素４９の
色の組み合わせが同一である方向について、第１副画素４９Ｌの色及び第２副画素４９Ｕ
の色が統一されているが、非統一であってもよい。すなわち、第１副画素４９Ｌの色及び
第２副画素４９Ｕの色が所定周期で入れ替わっていてもよい。具体例を挙げると、図１９
において奇数行又は偶数行のいずれか一方の第１副画素４９Ｌの色と第２副画素４９Ｕの
色が逆になっていてもよい。また、図２０において奇数列又は偶数列のいずれか一方の第
１副画素４９Ｌの色と第２副画素４９Ｕの色が逆になっていてもよい。
【００９２】
　第１の色、第２の色、第３の色及び第４の色の組み合わせは、上記の実施形態において
赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）及び白（Ｗ）の組み合わせであるが、これに限られるもの
でない。以下、図２１及び図２２を参照して、本発明の実施形態の第３変形例及び第４変
形例について説明する。
【００９３】
（第３変形例）
　図２１は、第３変形例に係る画素４８が有する副画素４９の色を示す図である。図２１
に示すように、第１の色、第２の色、第３の色に対して相対的な高輝度色である第４の色
をイエロー（Ｙ）としてもよい。
【００９４】
　図２１に示す第３変形例の画像表示パネル３０には、行方向に沿って、青（Ｂ）の第２
副画素４９Ｕ、イエロー（Ｙ）の第２副画素４９Ｄ及び赤（Ｒ）の第１副画素４９Ｌを有
する画素４８ｄと、緑（Ｇ）の第２副画素４９Ｕ、イエロー（Ｙ）の第２副画素４９Ｄ及
び青（Ｂ）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ｅと、赤（Ｒ）の第２副画素４９Ｕ、イ
エロー（Ｙ）の第２副画素４９Ｄ及び緑（Ｇ）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ｆが
３画素単位で繰り返し周期的に配置されている。第３変形例における画素４８ｄ、画素４
８ｅ、画素４８ｆの並び順は図２１に示す例に限らず、適宜変更可能である。また、図２
１に示す例では第２副画素４９Ｄにイエロー（Ｙ）が配置されているが、第２副画素４９
Ｕと第２副画素４９Ｄの色の配置が逆であってもよい。なお、高輝度色である第４の色は
イエロー(Ｙ)の代わりにシアン(Ｃ)でもよい。
【００９５】
（第４変形例）
　図２２は、第４変形例に係る画素４８が有する副画素４９の色を示す図である。図２２
に示すように、第１の色、第２の色、第３の色及び第４の色の組み合わせを、シアン（Ｃ
）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）及び白（Ｗ）の組み合わせとしてもよい。この場合
、高輝度色は、白（Ｗ）である。
【００９６】
　図２２に示す第４変形例の画像表示パネル３０には、行方向に沿って、シアン（Ｃ）の
第２副画素４９Ｕ、白（Ｗ）の第２副画素４９Ｄ及びマゼンタ（Ｍ）の第１副画素４９Ｌ
を有する画素４８ｇと、イエロー（Ｙ）の第２副画素４９Ｕ、白（Ｗ）の第２副画素４９
Ｄ及びシアン（Ｃ）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ｈと、マゼンタ（Ｍ）の第２副
画素４９Ｕ、白（Ｗ）の第２副画素４９Ｄ及びイエロー（Ｙ）の第１副画素４９Ｌを有す
る画素４８ｉが３画素単位で繰り返し周期的に配置されている。第４変形例における画素
４８ｇ、画素４８ｈ、画素４８ｉの並び順は図２２に示す例に限らず、適宜変更可能であ
る。また、図２２に示す例では第２副画素４９Ｄに白（Ｗ）が配置されているが、第２副
画素４９Ｕと第２副画素４９Ｄの色の配置が逆であってもよい。
【００９７】
　上記の実施形態では、色数が４であるが、５以上であってもよい。以下、図２３を参照
して、本発明の実施形態の第５変形例について説明する。
【００９８】
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（第５変形例）
　図２３は、第５変形例に係る画素４８が有する副画素４９の色を示す図である。図２３
に示すように、色数は５であってもよい。色数が５であって、かつ、上記の実施形態と同
様に、画素４８が有する副画素４９の数が３である場合、図２３に示すように、隣接する
画素４８の各々が有する副画素４９の色の組み合わせが異なる方向について、４画素単位
で繰り返し周期的に配置される。
【００９９】
　図２３に示す第５変形例の画像表示パネル３０には、行方向に沿って、緑（Ｇ）の第２
副画素４９Ｕ及び赤（Ｒ）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ｏと、青（Ｂ）の第２副
画素４９Ｕ及びイエロー（Ｙ）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ｐと、赤（Ｒ）の第
２副画素４９Ｕ及び緑（Ｇ）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ｑと、イエロー（Ｙ）
の第２副画素４９Ｕ及び青（Ｂ）の第１副画素４９Ｌを有する画素４８ｒが４画素単位で
繰り返し周期的に配置されている。第５変形例における画素４８ｏ、画素４８ｐ、画素４
８ｑ、画素４８ｒの並び順は図２３に示す例に限らず、適宜変更可能である。また、図２
３に示す例では第２副画素４９Ｄに高輝度色である白（Ｗ）が配置されているが、第２副
画素４９Ｕと第２副画素４９Ｄの色の配置が逆であってもよい。また、最も輝度の高い色
を除く残りの色の中から１画素に含まれる色を選択する場合、発光量及び感度比率に基づ
く輝度のバランスをとるように選択することが好ましい。より具体的には、最も輝度の高
い色（白（Ｗ））を除き、最も輝度の高い第１色（イエロー（Ｙ））と最も輝度の低い第
２色（青（Ｂ））とを選択し、２番目に輝度の高い第３色（緑（Ｇ））と２番目に輝度の
低い第４色（赤（Ｒ））を選択することで各画素の輝度差を抑えることができ、輝度ムラ
等を低減することができる。　
【０１００】
　図２３に示す例では、第１の色、第２の色、第３の色、第４の色及び第５の色の組み合
わせが、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）、イエロー（Ｙ）及び白（Ｗ）の組み合わせであ
るが、イエロー（Ｙ）をシアン（Ｃ）又はマゼンタ（Ｍ）に置き換える等、別の色の組み
合わせであってもよい。
【０１０１】
　色数は、６以上の任意の数（ω）であってもよい。色数がωであって、行方向及び列方
向の少なくともいずれか一方について隣接する画素４８の各々が有する副画素４９の色の
組み合わせが異なるように副画素４９の色が配置されている場合、隣接する画素４８の各
々が有する副画素４９の色の組み合わせが異なる方向について、（ω－１）画素単位で繰
り返し周期的に配置される。
【０１０２】
　上記の実施形態では、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄの表示領域の大きさが同一であ
るが、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄの表示領域の大きさは異なっていてもよい。以下
、図２４及び図２５を参照して、本発明の実施形態の第６変形例及び第７変形例について
説明する。
【０１０３】
（第６変形例）
　図２４は、第６変形例に係る画像表示パネルの画素４８及び副画素４９の配列を示す図
である。図２４に示すように、第２副画素４９Ｕが第２副画素４９Ｄに比して大きい表示
領域を有していてもよい。
【０１０４】
（第７変形例）
　図２５は、第７変形例に係る画像表示パネルの画素４８及び副画素４９の配列を示す図
である。図２５に示すように、第２副画素４９Ｄが第２副画素４９Ｕに比して大きい表示
領域を有していてもよい。
【０１０５】
　第６変形例及び第７変形例で示すように、本発明では、高輝度色（例えば、白（Ｗ））
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が配置された第２副画素４９Ｄの大きさを変更することで、表示領域における高輝度色の
割合を容易に変更することができる。また、高輝度色の割合を変更しても、高輝度色以外
の色同士のバランスは変更前と変わらない。なぜなら、例えば図４に示す例のように、各
色が有する第１副画素４９Ｌの数と第２副画素４９Ｕの数のバランスが取れた状態を前提
とすれば、第２副画素４９Ｄに配置された高輝度色の面積が変更されたことに伴い第２副
画素４９Ｕの面積が変更されたとしても、複数の画素４８を有する表示領域全体での高輝
度色以外の色同士のバランスは変わらないからである。
【０１０６】
　上記の実施形態、第６変形例及び第７変形例では、高輝度色（例えば、白（Ｗ））が第
２副画素４９Ｄに配置されているが、第２副画素４９Ｕに配置されていてもよい。
【０１０７】
　本発明において、信号線の配置は変更可能であるが、第１副画素４９Ｌの信号線が第１
副画素４９Ｌの表示領域に重畳する位置に配置されるようにすることで、第２副画素４９
Ｕ，４９Ｄの透過率を確保しやすくなる。以下、図２６を参照して、本発明の実施形態の
第８変形例について説明する。
【０１０８】
（第８変形例）
　図２６は、第８変形例に係る画像表示パネルの画素４８及び副画素４９の配列を示す図
である。第１副画素４９Ｌの信号線は、上記の実施形態では、第１副画素４９Ｌの表示領
域内の左側寄りの位置を一方向（例えば列方向）に沿って横切るように配置されているが
、図２６に示すように、第１副画素４９Ｌの表示領域内の右側寄りの位置を一方向に沿っ
て横切るように配置されていてもよい。
【０１０９】
　上記の実施形態では、２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄが行方向又は列方向のうちいず
れか一方向に並び、一方向に並ぶ２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄと第１副画素４９Ｌと
が行方向又は列方向のうち他方向に並んでいるが、これは副画素４９の配置例であってこ
れに限られるものでない。以下、図２７を参照して、本発明の実施形態の第９変形例につ
いて説明する。
【０１１０】
（第９変形例）
　図２７は、第９変形例に係る画像表示パネルの画素４８及び副画素４９の配列を示す図
である。２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄと第１副画素４９Ｌとは、行方向又は列方向の
うち一方向に並んでいてもよい。具体的には、図３において列方向に沿って並んでいた２
つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄは、図２７に示すように、行方向に沿って並んでいてもよ
い。すなわち、図２７に示すように、副画素４９のうち最も大きい表示領域を有する第１
副画素４９Ｌと、実質的に当該第１副画素４９Ｌと同一の表示領域を二分するように設け
られた２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄとが一方向（例えば行方向）に並ぶように設けら
れていてもよい。図２７では、第１副画素４９Ｌ及び２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄは
行方向に並んでいるが、列方向に並んでいてもよい。
【０１１１】
　第９変形例によれば、副画素４９間を区切るブラックマトリクスに全ての信号線ＤＴＬ
を重ねることができるので、第１副画素４９Ｌの信号線が第１副画素４９Ｌの表示領域に
重畳する場合に比して第１副画素４９Ｌの有効表示領域を確保しやすくなる。また、１つ
の画素４８が有する全ての副画素４９を同一の走査線ＳＣＬに接続することができる。ま
た、第９変形例によれば、図２４、図２５を参照して説明した第６変形例、第７変形例と
同様に、第２副画素４９Ｕ，４９Ｄの境界をずらす（例えば行方向にずらす）ことで、高
輝度の副画素４９に割り当てられた色以外の色について、画像表示パネル３０の表示領域
内で色のバランスを崩すことなく、当該高輝度の色の面積を調整することができる。
【０１１２】
　上記の実施形態における信号処理部２０は、データ変換部２３による出力中間信号Ｓｍ
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ｉｄに対してサブピクセルレンダリング処理部２４がさらにサブピクセルレンダリング処
理及び信号制御処理を行った結果としての出力信号に逆ガンマ変換部２５による逆ガンマ
変換を施して出力信号Ｓｏｕｔを生成している。この処理順序の場合、色変換及びサブピ
クセルレンダリング処理に伴う入力信号からの輝度ずれ、色ずれを最も小さくすることが
できる。この処理順序は信号処理部２０による信号処理の順序の具体例であってこれに限
られるものでない。以下、図２８及び図２９を参照して、本発明の実施形態の第１０変形
例及び第１１変形例について説明する。
【０１１３】
（第１０変形例）
　図２８は、第１０変形例に信号処理部を説明するためのブロック図である。図２８に示
すように、データ変換部２３による出力中間信号Ｓｍｉｄに対して逆ガンマ変換部２５に
よる逆ガンマ変換を施した後にサブピクセルレンダリング処理部２４がさらにサブピクセ
ルレンダリング処理及び信号制御処理を行って出力信号Ｓｏｕｔを生成するようにしても
よい。
【０１１４】
（第１１変形例）
　図２９は、第１１変形例に信号処理部を説明するためのブロック図である。図２９に示
すように、サブピクセルレンダリング処理部２４が画像出力部１２からの入力信号Ｓｉｎ
に対してガンマ変換処理前にサブピクセルレンダリング処理を行うようにしてもよい。こ
の場合、サブピクセルレンダリング処理部２４は、高輝度（例えば、白（Ｗ））の副画素
４９の存在を無視した状態でサブピクセルレンダリング処理を行う。第１１変形例によれ
ば、サブピクセルレンダリング処理前の入力信号がＲＧＢＷに変換されていないので、上
記の実施形態のようにデータ変換部２３によってＲＧＢＷに変換された後にサブピクセル
レンダリング処理を行う場合に比してサブピクセルレンダリング処理の処理負荷が小さい
。このため、サブピクセルレンダリング処理部２４の回路規模をより小さくすることがで
きる。
【０１１５】
　上記の実施形態では、表示装置１０は、透過型のカラー液晶表示装置又は有機発光ダイ
オード（ＯＬＥＤ）のような自発光体を点灯する表示装置であるが、反射型のカラー液晶
表示装置であってもよい。以下、図３０、図３１及び図３２を参照して、本発明の実施形
態の第１２変形例について説明する。
【０１１６】
（第１２変形例）
　図３０は、第１２変形例に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である。図３１
は、第１２変形例に係る画像表示パネルの断面を模式的に説明する模式図である。図３２
は、第１２変形例に係る画像表示パネルの画素４８及び副画素４９の配列を示す図である
。なお、上述した要素と同じ要素について、詳細な説明は省略する。
【０１１７】
　図３０に示すように、第１２変形例に係る表示装置１０は、制御装置１１の画像出力部
１２からの入力信号（ＲＧＢデータ）が入力され所定のデータ変換処理を実行して出力す
る信号処理部２０と、信号処理部２０から出力された出力信号に基づいて画像を表示させ
る画像表示パネル３０と、画像表示パネル（表示部）３０の駆動を制御する画像表示パネ
ル駆動回路４０と、を備える。第１２変形例に係る表示装置１０は、反射型の表示装置で
あり、フロントライトの光又は外部からの環境光により、画像表示パネル３０に映像を表
示することができる。なお、フロントライトとは、表示パネルに対して観察者側に配置さ
れた照明装置の一例である。
【０１１８】
　図３１に示すように、画像表示パネル３０は、第１基板（画素基板）７０と、この第１
基板７０の表面に垂直な方向に対向して配置された第２基板（対向基板）８０と、第１基
板７０と第２基板８０との間に挿設された液晶層７９とを備えている。なお、上述した実
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施形態では、画像表示パネル３０は、第１基板（画素基板）７０の液晶層７９とは反対側
に、光源装置５０が配置されていたが、第１２変形例に係る画像表示パネルは、光源装置
５０を有していない。
【０１１９】
　第１基板７０は、透光性基板７１に各種回路が形成された基板であり、この透光性基板
７１上にマトリクス状に配設された複数の第１電極（共通電極）７８と、第２電極（画素
電極）７６と、を含む。図３１に示すように、第１電極７８と第２電極７６とは、絶縁層
７７で絶縁され、透光性基板７１の表面に垂直な方向において、対向している。第１電極
７８及び第２電極７６は、ＩＴＯ（Indium　Tin　Oxide）等の透光性導電材料（透光性導
電酸化物）で形成される透光性電極である。
【０１２０】
　上述した各副画素４９のスイッチング素子である薄膜トランジスタをトランジスタＴｒ
とする場合、第１基板７０は、透光性基板７１に、上述した各副画素４９のスイッチング
素子であるトランジスタＴｒが形成された半導体層７４、各第１電極７８に画素信号を供
給する信号線ＤＴＬ、トランジスタＴｒを駆動する走査線ＳＣＬ等の配線が絶縁層７２、
７３、７５で絶縁されて積層されている。
【０１２１】
　第１２変形例における信号線ＤＴＬは、入射光Ｌ１を反射して反射光Ｌ２とする反射板
として作用する第１電極７８に影響を与えにくい。このため、第１２変形例では、透過式
のカラー液晶表示装置に比して、光源装置５０の透過光Ｌ３を信号線Ｓｑ（０≦ｑ≦ｍ）
が遮蔽することを考慮しなくてよいことから、図３２に示すような信号線Ｓｑ＋２，Ｓｑ
＋５のような配置とすることも、透過式のカラー液晶表示装置に比して容易である。
【０１２２】
　図３２では、信号線Ｓｑ＋２，Ｓｑ＋５が列方向に沿って並ぶ２つの第２副画素４９Ｕ
，４９Ｄに重畳するように配置されている。また、上記の実施形態（図３参照）で信号線
Ｓｑ＋２，Ｓｑ＋５が設けられていた位置には、信号線Ｓｑ＋３，Ｓｑ＋６が設けられる
。このため、図３２に示す構成では、第１副画素４９Ｌに信号線ＤＴＬが重畳しない。第
１２変形例に係る表示装置１０のような反射型液晶ディスプレイの場合、図３１で示す通
り、信号線と表示面との間に反射層(ここでは画素電極７８)を有するため、外光の輝度に
信号線の位置は影響しない。そのため、信号線の位置は任意であり、各副画素の中央を通
るように等間隔に配置してもよい。
【０１２３】
　なお、第１２変形例に係る表示装置１０は、第１電極７８を画素電極とし、第２電極７
６を共通電極としてもよい。
【０１２４】
　上記の実施形態では、１つの画素４８が有する副画素４９の数が３であるが、４以上で
あってもよい。副画素４９の数がκ以上である場合、表示出力に用いられる色数は、κ＋
１以上である。κは３以上の自然数である。以下、図３３を参照して、本発明の実施形態
の第１３変形例について説明する。
【０１２５】
（第１３変形例）
　図３３は、第１３変形例に係る画像表示パネルの画素４８及び副画素４９の配列を示す
図である。図３３に示す例では、上記の実施形態と同様の表示領域を有する第１副画素４
９Ｌと、上記の実施形態において２つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｄが設けられていた表示
領域を信号線Ｓｑ＋２ａ，Ｓｑ＋２ｂ，Ｓｑ＋５ａ，Ｓｑ＋５ｂで三等分するように設け
られた３つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｍ，４９Ｄとを有する画素４８を例示しているが、
副画素４９の数及び第１副画素４９Ｌと第２副画素４９Ｕ，４９Ｍ，４９Ｄとの面積比は
、第１副画素４９Ｌが最も大きい副画素４９であるという条件を逸脱しない範囲内で適宜
変更可能である。図３３に示す例では、３つの第２副画素４９Ｕ，４９Ｍ，４９Ｄが設け
られている、第２副画素の数は４つ以上であってもよい。第１３変形例においても、上記
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の実施形態と同様に、第２副画素のうち１つは高輝度色（例えば、白（Ｗ））を出力する
。
【０１２６】
　上記の第１～第１３変形例は、矛盾しない範囲内で組み合わせることができる。具体定
期には、第１変形例又は第２変形例のうち一方と、第３変形例、第４変形例又は第５変形
例のうち１つと、第６変形例又は第７変形例のうち一方と、第８変形例と、第９変形例と
、第１０変形例又は第１１変形例のうち一方と、第１２変形例と、第１３変形例とは、一
部又は全部を組み合わせ可能である。
【０１２７】
　また、上述した内容により実施形態が限定されるものではない。また、上述した実施形
態の構成要素には、当業者が容易に想到できるもの、実質的に同一のもの、いわゆる均等
の範囲のものが含まれる。さらに、上述の実施形態の要旨を逸脱しない範囲で構成要素の
種々の省略、置換及び変更を行うことができる。
【符号の説明】
【０１２８】
１０　表示装置
２０　信号処理部
３０　画像表示パネル
４０　画像表示パネル駆動回路
４１　信号出力回路
４２　走査回路
４８　画素
４９　副画素
４９Ｌ　第１副画素
４９Ｕ，４９Ｄ　第２副画素
５０　光源装置
６０　光源装置制御回路
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【図１１】 【図１２】
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【図１６】
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【図２２】 【図２３】

【図２４】 【図２５】
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【図２６】 【図２７】

【図２８】 【図２９】
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【図３０】 【図３１】

【図３２】 【図３３】
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